
他動スライディング法による点字導入期における指導実践

樋口正美本小林秀之**

本校において「他動スライデイング法Jによる点字導入期の指導が実施されることも多いが、実践記録として整理
されることはない。そこで、本稿では 2名に対するこの指導法を用いた導入期の指導内容とその結果について整理

し、改めて他動スライデイング法の有効性について検証することとした。

指導の結果、どちらの児童も適切なスライデイングと良好な触圧で点字を触読することができ、 1名は、 2年生の

2学期の始めには 250マス/分程度の点字読速度を身に付けさせることができ、適切なスライデイングや触圧が触読

速度の向上に大きく関与しているのが維認できた。一方、触圧をコントロールする上で、指導者の庄のかけ方への熟練

の問題や、小学部においてこの指導法を適用した際の宿題を出しにくい等の問題を指摘した。

キー・ワード:他動スライディング法点字導入期の指導点字触読速度

1 はじめに

富児にとって点字の習得は、学習を進める上で必要不

可欠なものである。 点字(文字)が習得できないという

ことは、学習手段をもたないことになり、学習の積み上

げが因果mになるばかりでなく、学力も定着しないことに

なる。また、点字は習得した後も、読速度をーとげるのに

多大な時間と労力を要する。文部省 (1995)及び文部科

学省 (2003)は、点字削:読速度のガイドラインとして一

連の初期学習が終了した段階では 1分間に 150マス/

分、教科学習を普通に行う場合は300マス/分、効率的

学習を行う場合は450マス/分、理想的には600マス/

分と明記している。ただし例えば、佐藤 (1984)は盲学校

の小学部l年生から中学部3年生までの 572名を被験者

として、横断的な点字削:読速度ーの調査を行い、点字削!読

速度は小 lから小4までが急激に発達し，それ以降は緩

慢になる事を明らかにしている。具体的な読速度は 1分

間にそれぞれ、小 lで25.4文字、小6で 149.9文字， 1=1二l

学3S:I三で 168.5文字であった。さらに、近藤-池谷・瀬

尾 (1990)はG富学校の点字競技会の記録を整理し、

最高の点字触読速度は、点字学習開始後 12年百での

239文字であったことを報告している。また、小林-水

田・秋山 (2002)は、日盲学校の指導記録と前述の文部

省(1995)のガイドラインを比較して、入門期の一連の

点字触読指導が終わるスピード (150マス/分程度)に

到達するのは小学部1年生の終わりから 2年生の l学期

であり，教科学習を普通に行うスピード (300マス/分
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程度)に到達するのは、小学部6年生になってからであ

ることを示している。

以上のように点字削!読速度は、報告により統一性がな

く、これは点字導入~~)j の指導方法とその後の点字読み速

度向上指導の結果によるものと考えられる。

点字は習得したものの、点字ーマスの上で、の指の上下

動が生じたり、触圧が高くなったり、 j骨らかな点字削l読

は行われにくい状況(藤谷、 1986:益II]・楠j京、 1988: 

五十嵐、 1993)が指指されているが、これは日々、先輩

の教育に携わる iやでも感じることが多い。このことを背

景として、導入期から P~J ~骨な点字i~g~読技中I~T を習得させる

ことを目的に開発された指導法が他動スライデイング法

(益mら、 1988)である。この指導法は、一連の学習の
終了後に読速度が調に向上することも利点として指摘

されている(五十嵐、 1993)ただし、益日::1ら(1988)の

実践報告がなされて以降、五十嵐(1993)、静岡ビジョ

ンの会 (2000)、小林 (2009) などによりこの指導法が

紹介されているものの、実践報告については導入後の点

字読速度向上指導に焦点をあてた小林ら (2002)をあげ

ることができる程度である。実際に本校でも他!li)Jスライ

デイング法による点字導入販の指導が実施されることも

多いが、実践記録として整理されることはない。そこ

で、本稿では 2 名に対する導入~!)j の指導内容とその結果

について整理し、改めて他動スライデイング法の有効性

について検証することとした。



2 対象児の概要

本研究では、 Table1に示した児童 2名を対象とし

fこO

AYとについては、導入は本校幼稚部で 1文字点字カー
ドや単語カードをj刊し 1た点字の配置パターンを意識した

を行った。そのため小学部入学時は、 j青音はほとん

ど読めているものの、触圧が高く、点字をこする音がす

るような状態であった。そのため、他動スライデイング

法による再学習を入学後の平成25年4丹から実施した。

B児については、小学部入学時は墨字での指導を開始

した。視覚補助具の選定と活用指導も行ったが、視野が

狭いため、学習や生活場面での使用になかなか結びつか

なかった。さらに入学後3ヶ月の指;導の後でも、墨字の

読速度がイli"びなかったため、点字への移行を検討し、平

成 24年 10月頃から墨字の活用練習と並行して週 11m

30分程度の点字指導を導入した。平成25年2月のH寺点

で正式に点字への移行を決定し、点字の指導は自立活動

の時間をmい開始した。
Table 1 対象児童の実態

対象 'It 指導開始年月日 111(:)宍l
視力値

/1 1し::1ニコh三 学年 1ヨ 両IIR

A ~~ 
平成 25年4月

先天性視神経低)1:;成 I 50 C 11 。 50 C 111指数
小学部第 l学年

B 女 平成 24!tl:_=. 10子会)=J主1"- 顕蓋1111;1頭JJ主による
0.03 。 0.035 

小学部第 l 視神経庄迫

3 指導方法

基本 I~I(] な j住専方法は、他部Jスライデイング法(主主日3 ・

稿!京、 1988)に基づいて行った。この指導プログラムで

は、盲幼児対象に週 11m21時間 (12 0分)の指導で行

われているが、本実践においては自立活動や国語科の授

業で、基本的に週4単位時間(l単位|時間 45分)の指

を設定した。他動スライデイングj去の概要について

は、 Table2に示している。

この指導方法は、点字の字JI~をスムーズな棋への触運

動感覚のみで習得させることと、適切な触圧を保障でき

るという利点がある。また、自由に触読させると上下動

Table 2 他動スライディング法プログラムの概要

WJ j旨i革命'jj戎 指導項 I~I

i他動スライ 1 iT号音 1 )学習行 l文字読み

ディングWJ 2 )既習行 1文字読み

j_ 

を生じる可能'Itカf高いため IHJj、IIHJjには、家庭学習を

させないことを基本としており、家庭との連携を十分に

行った。

学習者の指の持ち方としては、基本の指導法には、

「学習者の削!読指を友手の親指と人差し指で持ち、他の

指は手の甲を 11まく握る。jとある。本指導でも基本的に

はその方法で行ったが、児童が適切な触圧を迎解できる

I !~nの途中くらいからは、指のみを持ち動かした。 IIWj 

で、不適切なスライデイングをした場合は、対隠して指

を持ち、直ちに適切なスライデイングを行った。

枚数 合給基準

4 5 i女 IEi涜平 100%
4 5i女 五三i充平95%

3 )既習単M~ 1文字読み 200枚 Bニiit率85%

J]他動・自主)] 1 i青音 1) 1文字読み 4 5 ~女 :lE~売率 90% ]文字4秒
スライディン 2 )単語読み 200枚 IE~売率 90% l文字2秒

グ併JlJWJ 3 )句読み 100枚 jJ~~売率 90% 1分IIIJ40マス

21足音長音 1 )促音符長音符 2 0 i女 IE読率 100%
2) .tii ~1~' Mcみ 100枚 正読率 90% lマス 2秒
3 )句読み 5 0枚 正読平 90% 1分間 40マス

3 i~~立1ヨ・ニ、1::;リd汀qギl三!f 1) 1文字読み 2 5 ~女 IE読平 100%
2) tie詰読み 100枚 正読率 90% ]マス 2秒、

3 )句読み 50枚 IE読ヰ~ 90% 1分!日140マス

J]}白羽Jスライ l復習 1) 1文字読み 70枚 正読~~ 100% 1文字2秒

ディングWJ 2 )単語読み 400枚 .i1 ~Jé ~~~ 90 % 1マス 0.6秒
3 )句読み 150枚 j1読率 90% ]分IIIJ80マス

2 ~幼音 1 )単語読み 100枚 正;涜率 90% 1マス 0.6秒
2 )短文読み 100文 1分III'J100マス

IV完成mJ 1文章読み 100文 1分間 120マス
2 )長文読み 20枚 1分IIIJ120マス

:3:3 



4 指導結果

(1) A児の指導について

① 1期からm期の指導結果
I期からm!t)jの指導までの指導結果を Table3に
示した。 AJiEは入学時には、清音一文字が読めていた

ものの非常に触圧が高かった。このまま指導を続けて

いくと読速度が伸びないことが予想されたため、ま

ず、他動スライデイング法の指導に変更し、触圧を軽

くすることに取り組んだ。

I期については、制u王が高いという課題はあった
が、プログラムヰIr 1 清音 1)学習行 l文字読み」は
実施せず、 r2 )既習行 1文字読み」から開始した。
指導者が力を抜くように声をかけ、点字にi経く触れる

程度の状態にして児童の指を持って点字の上をスライ

デイングさせた。 児童も最初Jはそのようなスライデイ

ングでは、今までのように点字が読めないことが気に

なっていたが、指導者が「力を抜いて触ったら合格だ

よ。Jと正しく読むことよりも触ることに評価の重点

を置いた指導を継続した。触圧がII珪くなったところ

で、正しく読むことを評価するようにした。その結

果、 lヶ月ほどの指導で軽い触圧で点字を触ることが

できるようになり、 E期への移行もスムーズに行うこ

とができたo

II J~Jj の指導においては、 r 1 1青音2)単語読みjと

r 1清音3)句読みjにおいて、長めの指導期間を要
してしまった。これは、夏期休業中により、継続的な

指導の実施が困難であったことも影響していると考え

るo II JtJjは、 I~I!li7Jスライデイングと他動スライデイン

グとの併用期である。 自動スライデイングをさせなが

ら、上下のジグザグ運動が出たり、触圧が高かったり

した場合は、教師が他動スライデイングで矯正すると

いう時期である。このi時期は、これらの指の動きを見

逃さないような細かな観察が必要であった。特に r1 
j青音」の指導中では、不適切な動きが出ることも多

かった。特に、句読みになると指を横へスムーズに平

行に動かすことが難しく、上下動が出てくる傾向が顕

著であった。それらを丁寧に矯正してスライディング

させる必要があった。ただし、 II~Jjの後半に入るとス

ライデイングもスムーズになり、合格するまでの期間

が短くなった。また、 r3 i弱音-半濁音 1)一文字読
みjにおいては、自動スライデイングに慣れた頃に;ヰ

び、他動スライデイングでの指導が入るので、適切な

スライディングの学び直しとして、大変よい時期に

なったと感じる。本児にとっては、少し抵抗感があっ

たのか、 f一人でも動かせるけどね。Jと言っていた。

指導者から「丁寧な動かし方ができることが大切だか

らね。上手になるよ。jと伝えると、「わかった。復習

になるね。Jとさらに適度なスライデイングの重要性

が本;i己に伝わったようである。

Fig.1 A児 日期 3濁音・半濁音

1 )一文字読み(他動スライディング)

E期に入り、合格基準のタイムが速くなると、児童自

身から f速く読めるようになった。Jrすぐに読める。」
「軽く読める。Jなどの感想が出るようになった。指導

者も触圧の軽さとスライデイングの良さを観察により感

じることができた。

②完成期の指導方法と結果について

頂期までの指導の終了後、読速度をさらに高めるた

めの指導を行った。指導方法としては、小林ら

(2002)の事例研究を活用し、 11EIの指導で、|百lじ読

材料を 3セット音読し、その時11o¥Jを測定するという方

法で指導した。読材料は、 200 マス~ 350マス程度の

1学年の読み物を使月3した。また、ただ速く吾読すれ

ばよいのではなく、内容四IW(:を伴うことが必要である

ため、 1セット読む毎に、簡単な質問をして内容を把

握しているかをii在認した。 Fig.2にその結果を示し

た。

平成26年 l月には、 1分間に約 100マス程度読め

ており、平成26年9月までの約 7ヶ月間の指導で、

初読で250マス/分程度の読速度に向上した。平成

26年4月、 2学年に進級したi時点では約 150マスであ

る。 点字指導の手引にも、入門期の学習終了時の読み

は、 150マス/分となっているため教科指導を行う条

件をjiiiたしているといえる。

①左手読みの指導について

-〆ム
内
、
リ



Table 3 A児点字触読指導進行表

指導月日 平成25年 j 平成26年
合格セット数

1セット

J1JJ 指導項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 平均枚数

前年度実施済み

1 J~J 1 -:2) 噌 1梅 4/10~5/17 16セット 46枚

1 -3) 4/16~6/7 22セット 30枚

J - j) 婦が 6/10~6/12 3セット 46枚

i一之) 6/10~9/18 28セット 40キ文

1 -:ぅ) 6/28~ 1 0/8 29セット 25本文

:2 -] ) 司令 8/30 1セット 20本文

llJ与i:2 -:2) 噌 R， 9/5~ 1 0/10 16セット 25枚

:2 -:3) 4令 10/9~10/17 6セット 25枚

母一一争 9/24~10/10 9セット 15~25枚

3 -:2) ~砂 9/24~ 1 0/17 17セット 20牧

:3 -:3) 4惨 10/15~ 1 0/23 8セット 25字文

司令10/18~ 1 0/31 15セット 25~45枚

1 -2) 4一一~ 1 0/29~ 12/9 28セット 50枚

III 月| ~ 11/6~11/22 8セット 50枚

2 -1 ) 喝一一一一惨 11/19~12/13 20セット 18枚

2 -:2) 唱 F 11/19~ 1/ 711 24セット- 10文

手読みについては、右手の読みが150マス/分に

なったエIZ成26年2月の時点で、他動スライデイング

法による点字削!読の導入を開始している。指導|時間に

ついては、平成26年4月からは週 1回の自立活動の

時間をPI=Jし3た。

IHJ31-1)やrrHn2 1)の指導については、指

を始めた段階で、すぐに読めたため、必要が無いと

=j:iJl析し、次のステップに進み、未実施とした。平成

26年度 9月までに、 rrl引を終了した。

(2) B児の指導について

① 1 ~UJ から亜 ~~nの指導結果

B児は、第 1学年の途IIIで皐字から点字への切り

替えを行った。塁字での読速度は 30文字/分程度か

ら{113びず、平成 24 10月より週 1ITII 30分程度の点

字指導を開始することとした。この|時点では、翠字の

読み指導も並行して行っている。 点字への移行を決定

した乎)戎 25年2月から、平成26f:f 3月までは、 4

単位11寺1101]程度の指導を行った。また、平成26:i'1三4月

に第3学年に進級してからは、週 1ITII 1単位|時間の指
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Fig.2 A児読速度の変化
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導となっている。指導結果を Table5に示した。 B

児は l文字読みから触)王を制御することに特に留意し

たため、触庄は軽く、スライデイングもスムーズにで

きた。また、この指導方法の特徴でもある点字の字形

をスムーズな横への触運動感覚で、捉えることができ、

「こは、ひらがなの f く j の JI~に似ている J や、点字

の形を手で示しながら「この点字はこんな形Jとたく

Table 4 A児左手読み点字触読指導進行表

指導月日 平成26年

WI 指導現 I~I 2 3 4 5 6 

未実施

1 Jtl 1-2) 噌一一+ 2/4~2/1 0 

1-:ぅ) 唱 酔 2/4~3/11

1 -1) や 3/11

1-2) 

I --:3 ) 

2 -1) 来実施

7 

さんの気付きを出していた。

I期の指導期間は、平成24年 10)=:Jから平成25年

10月までと、約 l年要している。その!万、!玉!としては、

体協不良の期間があり指導が定期的にできなかったこ

とや墨字との併用期間をとったため点字の指導|時間が

少なくなったこと、疾患による記憶の課題等と考えら

れる。この時期への対応としては、藤谷(1986)の

合格セット数
1セット

8 9 10 平均枚数

1セット 46枚

14セット 30枚

1セット 46枚

3/什 ~7/10 14セット 40枚

5/1~7/10 8セット 50枚

llWI 喝一一+ 6/30~7/14 7セット 25枚

2 -:3) 

:3-1) 

:3-2) 

:3-:3) 

Sら

10 ~ 15文字程度を修得する|時期に、既習文字にさか

のぼってが生じることがあるという指摘を受け、

十分に時間をかけて了卒に指導すると共に初期段踏の

指導に戻り再度J確認指導をすることとした。さらに留

意したこととして、指がとても小さく指導者が適切に

指をガイドラインJ二に置かないと、 6点が指のはらに

入らないということもあった。そのため、ガイドライ

ンが指のはらに必ず一定に当たるように意識して他動

スライデイングを行った。指導者は、位置が正しいか

本児に確認し調整するようにした。また、手首のみが

動き、点字に対して指が扇状に動いて斜めに当たって

しまうことが多かったため、指が点字と垂i亙に当たる

ように、腕の動かし方なととも丁寧に指導を行った。

:16 

..... 7/15~7/16 4セット 25枚

喝事炉 9/4~9/11 3セット 25枚

噌争 9/4~9/16 9セット 25枚

... 9/17~9124 4セット 25枚

(不適切なスライデイングを前面から他動スライデイン

グで修正仁I:J) 

E 期以降は合格~~nI習が速くなった。 B児も

(読むのが)速いね。j等のつぶやきが多く出るよう

になった。平成 26 年 9 月には、 m~m も終了している。

Fig.4 B究 E期短文読み

②完成~~)j の指導方法と結果について

部 ~~)j までの指導の終了後、 A児と同様の方法で指導

を行った。 Fig.5にその結果を示した。

成26il三 9 月に、指導~ 1~I:J 始では、初設で 1 分 I羽に

約 70マス程度で読んでいたが、 7IfIlの

ス/分程度に11i]仁している。

で120マ



5 考察

他動スライデイング法で導入を行った結果、どちらの

も適切なスライデイングと良好な触圧で点字を触読

することができた。 国J!Jj終了11寺に 1分間 100マス読速度

が得られた上、 A児については、第2学年の 9月に 250

マス/分以ーヒの点字読速度を身に付けさせることができ

た。適切なスライデイングや触圧が触読速度の向上に大

きく関与しているのが改めて確認できた。この指導法の

良さは、プログラムを終了してからの読速度の伸びにあ

ると j惑じている。

謀題としては、触j王をコントロールする上で、指導者の

のかけ方への熟練度が必要となることである。この課

題に対しては、指導経験のある指導者からの教授の他、

触圧が良好な点字習得児(者)の指を実際に削!ってf確認

するなどの解決方法がある。本研究では、 A~'己は入学|可

制:庄が高く、 B~I己は適切な触圧を保っているという対照

的な 2事例が同時期にあった。そこで、他の小学部教諭

も2~I の児童のそれぞれの指を持って他動スライデイン

グを行い、適切なスライデイングを体感するという取組

を行った。触圧を正しく把握した上で、指導者自身が正

Taわle5 B児点字触読指導進行表

指導月日 平成25年

JIJf Jf，羽ml'l IO~ :2 3 5 6 7 8 9 10 11 

1 -1 ) H24.10/30~7/18 

12 

しい触庄とスライデイングの方法を習得していく必要が

ある。また、この触圧を理解した上で、 A児の I期の指

導で重点、を置いた点であるが、点字の正読率ばかりに焦

点を当てず、平行して適切な触圧に対しても児童に

フィードパックしていく重要性が確認できた。

さらに、指導しでもなかなか進まない停滞期があっ

た。対象2~I の児童も I Wi ~ II J!n前半までは、合格まで

の J~!万 I'Mj が長い。この停滞期と関連して本校においても、

この指導方法が向かないと他の指導法に変更する場合も

あった。しかし、この停滞期を過ぎると指導の進行もス

ムーズになり、最終的には、児童自身も自信をもって指

導に取り組めるようになる。また、それ以降の点字削!読

読速度の向上も望むことができる。藤谷(1986)のよう

に、停滞のl時期は丁寧な指導を十分に行い、指導を継続

することが望ましいと考える。

その他、 日明、 IIJtnには、家庭学習ができないという

点は、小学部教諭として寧に対応していかなくてはな

らなし iO A児は第 l学年の夏休みに、 B児は第2 三の

夏休みに点字をJ=FJし1た宿題を出すことができなかった

し、小学部に入学後は、家庭での復習なども必要とな

平成26年
合絡セット数

1セット

2 3 4 5 6 7 9 平均枚数

59セット

I Wf 1--:n H24.12111 ~10/10 73セット F===: 
1 :3) 2/11~10/24 82セット 30枚

1 1) ‘一一一一.. 10/15~11/22 18セット 46枚

1-:2 ) 10/24~1/17 34セット 40枚

1 -:，) 12/11~ 2I 10 19セット 25枚

三 1) .. 11/25 1セット 20枚

1I!lJl 三三)

三:l)

:Jー 1)

I 1) 

I 

IIlJlJI 

己 1)

日一之)
t. 

る。他ID)Jスライデイングj去を導入できるレディネスが

っている場合は、幼児期に指導しておくことが望まし

いと考える。

最後に、 A児に関しては、左手読みの指導を行い、

成26年9月までに、 IIJ~!)~ を終了した。 IIJ明は、右手が

延べ117セットを要しているのに対し、左手は、延べ

65 セットで合格した。指導時 11，\J も週当たり 1 土j~.位 11寺 IM'J

と減っているにもかかわらず、合格セット数も約 1/2以

下で終了している。このまま指導を継続し、この指導法

4一一一一.....11125~117 32セット 25枚

++ 1/ト 1/28 10セット 25枚

.. 12/5~12/9 3セット 25枚

4一一一..... 12/12~1/23 17セット 20枚

.. 1/27~2/3 5セット 25枚

‘.. 2/3-2/17 5セット 25~45枚

修 2/げ~7/17 32セット 50枚

2128~717 21セット 50枚

2121 ~6/23 28セット 18枚

4/30-9/11 30セット 10文

での終了時には、左手の読みでも 120マス/分の読速度

が得られる予定である。最終的には、 ITJr骨な両手分業読

みを習得させる計画をしている。 B児についても完成期

に入り、左手読みの導入が目前である。

この後の指導は、主として点字読速度を向上させるた

めの I~l 立活動の|時.:11，¥jをJ=FJ¥; ì た指導と、 I~I語科を仁1::1心とし

た教科の時間を有効に活用する必要がある。今後も、よ

り効果的な指導の在り方を確立するために丁寧な指導を

積み重ねて検討していく必要がある。



読速度の変化
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Fig.5 B兜読速度の変化
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